
熊本市保健所 結核接触者対応の流れ（関係機関向け説明資料）

１．患者発生～接触者健診実施まで ２．QFT検査結果判明後

＜陰性の場合＞

感染している可能性が低いためフォローは終了

＜陽性の場合＞

感染している可能性が高い。感染時期の特定はできない。

発病の有無の確認が必要。

(ホームページ掲載の

様式参照）

　②の場合、依頼に基づいて　

結果報告書は保健所、医療機関・施設等の両方に届く

※1　QFT検査（採血）日が決定したら速やかにQFT検査実施機関に連絡をしてください。

検査（採血）日が決定 速やかに 検査（採血）日より前に 検査（採血）日に QFT検査実施機関から

QFT検査実施機関に連絡 QFT検査実施機関から下記①②が届く QFT検査実施機関が①②を回収 結果報告書が届く

　①専用の採血スピッツ

　②検査依頼書

※2　過去に結核に感染したことがある方（結核罹患歴のある方、IGRA検査陽性だった方）は6か月毎2年間、X線検査による発病の有無の確認を行います。

※3　熊本市保健所 健康危機管理課 感染症対策班にお問い合わせください（担当直通電話　096-211-4654）。
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